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謹
ん
で
新
年
の
お
喜
び
を
申
し
 

上
げ
ま
す
。
 

昨
年
は
新
し
い
町
づ
く
り
の
年
 

と
し
て
町
民
の
皆
様
は
議
会
に
期
 

待
と
課
題
を
か
け
た
一
年
で
あ
っ
 

た
と
思
い
ま
す
。
 

ま
た
、
市
町
村
合
併
は
避
け
て
 

通
れ
ま
せ
ん
。
 

昨
年
4

月
8

日
赤
池
町
・
金
田
 

町
・
方
城
町
合
併
協
議
会
が
発
足
 

し
第
一
回
目
の
協
議
会
、
以
来
 14 

回
の
合
併
協
議
会
で
重
要
な
 41 

項
 

目
を
す
べ
て
調
整
で
き
ま
し
た
。
主
な
項
目
で
は
、
新
町
名
は
 

「
福
智
町
」
、
議
員
定
数
に
つ
い
て
は
 20 

名
、
新
町
の
庁
舎
は
「
金
 

田
庁
舎
」
と
決
ま
り
ま
し
た
。
 

そ
し
て
、
三
町
合
併
調
印
式
が
金
田
町
の
総
合
会
館
で
 11 

月
3
 

日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

11 

月
に
行
わ
れ
た
町
長
選
挙
で
、
合
併
推
進
の
吉
田
町
長
が
破
 

れ
、
合
併
慎
重
派
の
大
島
町
長
が
当
選
し
ま
し
た
。
 

12 

月
1
日
県
庁
に
て
、
三
町
の
町
長
等
・
議
長
は
麻
生
知
事
に
 

合
併
申
請
書
を
提
出
し
受
理
さ
れ
ま
し
た
。
麻
生
知
事
は
地
方
分
 

権
の
流
れ
の
中
で
当
地
域
は
旧
産
炭
地
域
と
い
う
地
域
課
題
を
踏
 

ま
え
「
三
町
が
長
い
時
間
を
か
け
て
議
論
し
、
意
思
決
定
が
な
さ
 

れ
た
こ
と
」
に
対
す
る
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
と
、
今
回
の
意
思
決
定
 

を
尊
重
し
、
県
と
し
て
で
き
る
限
り
の
支
援
を
し
て
い
く
と
の
力
 

強
い
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
 12 

月
議
会
で
諸
 

般
の
報
告
と
し
て
報
告
を
い
た
し
ま
し
た
。
 

さ
て
、
今
年
は
酉
年
、
朝
早
く
か
ら
元
気
に
鳴
く
ニ
ワ
ト
リ
は
 

運
を
開
く
、
活
動
的
な
年
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
皆
様
方
に
お
か
 

れ
ま
し
て
は
ど
う
か
、
今
年
こ
の
一
年
が
健
康
で
幸
せ
な
よ
い
年
 

で
あ
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
 

金
田
町
議
会
議
長
 
能

登

原

 

町民のみ女さまへ 新年のごあいさつ 

明けましておめでとうございます。町民の皆様には 

希望に満ちた新年をお迎えのことと心からお慶び申し 

上げます。新しい年が金田町の発展と繁栄をもたらし、 

町民皆様がご健勝でよい年になりますよう心から願っ 

ております。 

さて、昨年12月に不肖私が町長に就任いたしまして、 

金田町の舵取を任せていただくこととなりましたが、 

皆様が私にお寄せくださいましたご厚情を思い、責任 

の重大さを痛感するとともに、町民の皆様と共に、金 

田町の発展のために精魂を傾ける決意を新たにいたし 

たところでございます。新聞・テ 

レビなどの報道でご承知のよう 

に、金田町は今、合併問題を巡り 

町政が混乱しており、町民の皆様 

へは大変ご迷惑を掛け、心痛の思 

いであるとともに心からお詫び申 

し上げます。合併問題について私 

は、住民投票を視野に入れ、住民 

の意見を十分に聞き、取り組んで行く考えは変ってお 

りません。既に提出されています合併申請書は白紙に 

戻すよう努めるとともに、一時も早い解決と町政の正 

常化を目指してまいります。 

今日の日本は、国・地方ともに財政の危機的状態に 

あります。また、明治以来形成されてきました中央集 

権型システムから地方分権システムへと新しい時代を 

迎えております。これからは厳しい財政状況の下、地 

方自治体即ち金田町も自らのことは自ら考え、実施す 

る「自己決定と自己責任」に基づき、行政運営を行う 

新しい段階を迎えています。そこで私は、町にあって 

は、県・国への依存、町民・地域においては町に対し 

ての依存、その必要以上の依存体質から脱皮し、町 

民・地域は自立性をもって地域の振興に努めていただ 

き、町は行政として必要可能な支援をおしまず、町 

民・地域・行政とがそれぞれの立場と、更にはそれぞ 

れ一体となって活力ある町づくりに取り組む必要を感 

町民の皆様と共に、 

金田町の発展のために 

精魂を傾ける決意を 

新たにいたしたところで 

ございます。 

) 

じています。 

また、農業、商業、工業を営む方々におかれまして 

も更なる自助努力を期待し、行政がお手伝い出来るも 

のは支援し、知恵と工夫を出し合い、町の発展に貢献 

していただきたいと願っています。 

行財政改革については、町の設立法人である「社会 

福祉協議会」「健康交流体験協会（日王の湯）」また、 

各種諸団体等の係わりを含め出来るものから取り組ん 

でいく所存であります。 
また、各分野、行政サービスに支障を来さないこと 

は勿論でありますが、今日の地 

方行政においては、「あれも・ 

これも」行なえる状況にはあり 

ません0 例えば、教育行政に力 

を入れるとすれば、土木行政は 

抑制する。また、適正な受益者ソ 

負担を見直すなど行財政執行に 

おいても計画性をもって効率的 

な運営を堅持しなければと考えています。 

最も重要と考えています青少年の育成、教育問題に 

つきましては、地方分権による本町にあった教育方針 

を教育委員会をはじめ専門有識者と研究し、進めたい 

と思います。 
職員においては、地方分権の対応、住民ニーズの多 

様化、益々厳しさを増す財政運営等々、その執務を行 

う職員の資質、優劣が住民サービス、行財政運営に直 

接影響するものであり、職員の一層の意識改革、業務 

水準の向上に努めてまいります。 

厳しい財政運営を強いられることは避られませんが、 

悲観的にならず、限られた資源を十分活かし、町民皆 

様方の知恵と工夫を今こそ発揮していただき、町民皆 

様と共に活力ある力強い町づくりに取り組みます。何 

卒ご支援とご協力を賜り、ご理解をお願いしまして年 

頭のあいさつといたします。 

金田町長 大島道人 

~ 

山
の
日
月
（
年
頭
の
挨
拶
）
 

ふ
る
さ
と
の
山
に
向
か
い
て
言
う
こ
と
な
し
 

ふ
る
さ
と
の
山
は
あ
り
が
た
き
哉
 

啄
木
 

日
の
山
は
高
さ
二
二
七
メ
ー
ト
ル
の
里
山
で
す
。
祖
先
達
は
山
の
湧
き
水
 

に
ょ
っ
れ
生
活
し
農
耕
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
近
頃
で
は
元
旦
に
日
の
出
を
 

拝
み
、
麓
の
地
下
か
ら
汲
み
上
げ
た
温
泉
の
恩
恵
を
受
け
る
事
に
な
り
ま
し
 

た
。
わ
た
し
は
こ
の
山
に
朝
毎
に
登
っ
て
十
年
余
、
去
年
の
十
月
で
三
千
回
 

に
達
し
ま
し
た
。
 

のいばら 

し
ょ
う
ら
い
ひ
の
き
 

山
眠
る
冬
、
山
笑
う
春
、
野
茨
、
山
藤
、
尾
根
の
松
績
か
湘
琳
初
喚
を
 

照
ら
紗
蘇
夜
の
月
、
か
沃
糖
巡
る
星
の
光
、
灼
熱
の
夏
に
歌
う
鷲
、
子
規
、
松
 

虫
、
蝿
蜂
、
雲
の
埼
峰
忽
声
棚
声
に
訊
卿
ら
ぬ
間
に
架
か
る
虹
の
橋
。
蝉
 

ひ
ぐ
ら
し
の
暮
に
摩
く
萩
、
薄
、
櫨
紅
葉
、
露
の
重
た
さ
。
正
に
水
と
風
と
 

光：‘ 

歩
く
程
に
見
る
程
に
、
こ
こ
に
「
い
き
」
（
生
・
息
・
呼
吸
・
粋
）
 

の
源
泉
を
観
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
そ
れ
は
、
時
間
の
根
元
で
も
あ
り
、
古
 

人
は
時
間
を
「
光
陰
」
と
言
い
ま
し
た
。
人
間
の
心
（
意
識
）
に
よ
っ
て
認
 

識
さ
れ
た
存
在
で
あ
り
な
が
ら
逆
に
存
在
が
絶
対
規
定
を
受
け
な
け
れ
ば
な
 

ら
ぬ
こ
と
。
過
去
、
現
在
、
未
来
の
宿
命
で
す
。
過
去
は
限
り
な
い
イ
ド
ラ
 

（
偶
像
）
を
残
し
て
時
は
失
わ
れ
ま
し
た
。
現
在
は
刻
々
に
消
え
て
い
き
ま
 

す
。
未
来
は
夢
と
空
想
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
然
し
、
「
必
然
」
の
法
則
下
に
存
 

在
し
う
る
未
来
。
そ
れ
は
将
来
で
す
。
そ
れ
は
闇
で
し
ょ
う
か
、
光
で
し
ょ
 

う
か
。
必
ず
そ
う
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
も
の
「
死
」
。
そ
れ
は
闇
で
あ
る
 

筈
は
あ
り
ま
せ
ん
。
人
間
に
と
っ
て
宇
宙
と
は
光
で
 

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
人
類
、
地
球
、
星
雲
、
銀
 

河
系
宇
宙
。
何
百
億
光
年
と
言
わ
れ
る
悠
久
の
存
在
、
 

そ
れ
は
人
間
の
認
識
能
力
を
超
え
て
い
ま
す
。
併
し
 

「
永
遠
の
時
」
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
 

そ
れ
は
、
ま
こ
と
に
不
思
議
な
「
理
性
に
よ
る
自
覚
」
 

光
に
よ
る
蘇
生
（
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
）
で
あ
る
と
山
を
 

歩
き
な
が
ら
考
え
て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
御
多
幸
を
 

祈
り
ま
す
。
 

あ
か
あ
か
と
一
本
の
道
通
り
た
り
 

た
ま
き
は
る
わ
が
い
の
ち
な
り
け
り
 
斎
藤
茂
吉
 

金
田
町
教
育
長
 

田

中

貴

美

男

 2 -i* ・の夢＝ 3 
『

‘

 

、
 

報
 

ノ
ル
 



和
気
あ
い
あ
い
と
 

真
剣
勝
負
 

第
6
回
金
田
町
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
大
会
 

金
田
町
体
育
振
興
協
議
会
主
催
の
力
ロ
 

ー
リ
ン
グ
大
会
が
、
町
民
会
館
で
行
わ
れ
 

ま
し
た
。
 

25 

チ
ー
ム
が
参
加
し
た
こ
の
大
会
は
、
 

11 

月
 18 

日
（
木
）
 

の
予
選
、
 
25 

日
（
木
）
の
 

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
と
二
週
に
わ
た
っ
て
 

和
気
あ
い
あ
い
な
が
ら
も
真
剣
勝
負
が
繰
 

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
 

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

優
 
勝
 
宝
見
C
 

準
優
勝
 
あ
ら
れ
（
福
丸
）
 

3
 
位
 
太
陽
4
 

申 I告1の時期になりました 

藤定申告と納税は正しくお早めに 

平成16年分の所得税の確定申告に関する税務署での相談及 

び申告書の受付は、 

平成17年2月16日（水）から、 

平成17年3月15日（火）までです。 
※税務署の閉庁日（土・日曜日・祝日など）は、税務署で相談や 

申告書の受け付けは行っていませんので、こ注意ください。 
※国税庁ホームページ【http://www.nta.go.jp】の確定申告 
作成コーナーで、確定申告書が簡単に作れます。（力ラープ 
リンタで所定の手順にしたがって、A4サイズの用紙に印刷 

すれば、確定申告書が作成できます。） 

早い提出・早い還付 

税金の還付を受けるために確定申告をされる方は、 

1 月から受け付けていますので早めの申告書の提 

出をお願いします。 
還付を受けるための申告書を早めに提出されます 

と、税金の還付も早くなります。3月になりますと大 
勢の方が申告されるため、還付金の支払いまでに2カ 
月程度かかることがあります。なお、申告書は、郵 

送でも受け付けています。 

給与所得者等で還付申告を出される場合には、 
次のものをご持参ください。 

①印鑑（認め印で可） 

②源泉徴収票（原本） 

③生命保険料・損害保険料の各種控除証明書・国民健 

康保険料等の領収書その他支払金額がわかる書類 

（年末調整で済まされているものは必要ありません。） 

④ご本人名義の金融機関名‘ロ座番号がわかるもの 

―⑤その他申告に必要な書類 

雑損控除（台風被害など）の 

場合、一般的には 

〇 「災害を受けた資産の 
明細書」 

〇 り災証明書（市町村発 

行分） 

〇写真等で被害の状況が 

明らかになるもの 
〇修繕等の領収書及び請 

求書等 

〇受領した保険金がわか 

るもの 

税に関する 
問い合わせ 

田川税務署 T44-0430 

役場税務課 容22-0557 

住宅借入金等特別控除（新築） 

の場合 

〇住民票の写し 

〇登記簿謄（抄）本や請 

負契約書、売買契約書 

などで、土地・家屋の 

取得年月日・床面積・ 

取得価格等を明らかに 

する書類又はその写し 

〇住宅取得資金に係る借 

入金の年末残高等証明 

書 

医療費控除の場合 

〇医療費の明細書 

〇医療費等の領収書 

〇おむつ使用証明書等の 

証明書 

〇保険金など補てんされ 

る金額のわかる書類 

（高額療養費・入院費給 

付金I 出産育児一時金 

など） 

中途退職の場合 

〇退職所得の源泉徴収票 

4 ―声さ旨をPの‘-

0 

j 

福引き当てて 
みんなニツコリえびす顔 
金田えびす祭り 

12月2日（木）・3日（金）、えびす祭りが、菅原神社境内に 

ある恵比須神社で行われました。 

師走の恒例行事となっているこの祭り。夜になって冷え 

込みが厳しくなるなか、多くの人が参拝しました。訪れた 

人は神社に参拝後、御神酒をいただき「家内安全・商売繁 

盛・五穀豊穣‘福徳円満」の打ち込みを行いました（写真）。 

御座券をもった参拝者の楽しみは、やはり福引き。山積 

みされた賞品は見る間に交換されていきました。 

商工会などが出店した露店に、夜遅くまで神社はにぎわ 

0 
つていました。 

j 

感
動
・
感
銘
を
 

歌
に
込
め
て
 

第
 24 

回
金
田
町
短
歌
大
会
入
選
歌
発
表
 

11 

月
 23 

日
（
火
）
、
中
央
公
民
館
で
短
歌
大
 

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
「
ふ
る
さ
と
力
ナ
ダ
 

ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
」
の
文
化
行
事
の
一
 

環
で
、
町
内
外
か
ら
自
作
短
歌
を
募
集
。
 

41 

首
の
投
稿
が
あ
り
、
出
詠
者
全
員
の
互
 

選
に
よ
る
互
選
の
部
、
短
歌
教
室
講
師
の
 

阿
部
重
宏
さ
ん
ら
に
よ
る
選
者
選
の
部
に
 

分
け
て
発
表
・
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
 

受
賞
者
に
そ
れ
ぞ
れ
賞
状
と
記
念
品
が
 

手
渡
さ
れ
た
後
、
阿
部
重
宏
講
師
が
選
評
 

と
出
詠
歌
全
て
の
講
評
を
行
い
ま
し
た
。
 

ど
れ
も
良
い
歌
ば
か
り
で
作
者
の
感
動
や
 

感
銘
が
短
い
歌
の
中
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
 

ま
し
た
。
 

選
者
選
の
部
 

天
賞
 

林
美
恵
子
さ
ん
 

私
が
野
菊
を
好
き
に
な
っ
た
の
は
い
つ
頃
だ
ろ
う
の
ぎ
く
が
ゆ
る
る
 

地
賞
 

白
石
信
子
さ
ん
 

入
院
に
娘
の
買
ひ
く
れ
し
二
組
の
パ
ジ
ャ
マ
は
ピ
ン
ク
と
菜
の
花
の
色
 

人
賞
 
稲
富
み
つ
こ
さ
ん
 

足
ょ
わ
き
老
い
の
散
歩
の
供
を
す
る
犬
は
力
を
ぬ
き
て
歩
め
り
 

互
選
の
部
 

町
長
賞
 
住
野
澄
子
さ
ん
 

ド
ア
開
け
ど
待
ち
人
の
な
き
無
人
駅
電
車
は
木
犀
の
香
を
乗
せ
て
過
ぐ
 

議
長
賞
 
手
島
み
の
る
さ
ん
 

全
身
に
嬉
し
さ
見
せ
て
幼
な
立
つ
米
粒
ほ
ど
の
歯
を
見
せ
な
が
ら
 

教
育
長
賞
 
福
田
昌
さ
ん
 

老
夫
婦
倒
れ
し
稲
を
起
し
を
り
い
と
し
子
の
ご
と
両
手
に
抱
き
て
 

中
央
公
民
館
長
賞
 
田
村
よ
し
子
さ
ん
 

老
い
て
な
ほ
鎌
研
げ
る
身
の
幸
せ
に
手
な
れ
し
鍬
の
く
さ
び
打
つ
朝
 

文
化
連
盟
会
長
賞
 
三
村
和
子
さ
ん
 

無
人
駅
誰
か
の
挿
し
し
秋
桜
野
に
あ
る
ま
、
に
風
に
揺
れ
お
り
 

選者選の部 互選の部 
佳作 青山裕洋さん 入選 稲富みつこさん 
佳作 手島みのるさん 入選 杉山登代子さん 
佳作 加治智子さん 入選 財津アソ力さん 
佳作 上瀧完子さん 
佳作 田村よし子さん 
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